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三重県立博物館(昭和28年（１９５３）6月26日開館）



現在の三重県立博物館(平成24年6月28日）



新県立博物館建築工事(平成２３年１月着工）



新県立博物館完成予想図(平成２５年４月完成、平成２６年春開館）



新県立博物館建設の経緯

１９５３年（S28） 県立博物館の開館

１９９３年（H5） センター博物館基本計画
＊１９９８（H10) センター博・公文書館計画白紙に

２００５年（H17） 県立博物館整備に係る当面の方針
＊財政事情から博物館の建設は当面見送り、現博物館の改修と移動

展示を先行実施することとなった。

２００６年（H18） 暫定整備基本計画・耐震補強計画
＊精査の結果、改修に多額の費用がかかることが判明。

２００７年（H19） 県立博物館展示室閉鎖

２００８年（Ｈ20） 新博物館基本構想・基本計画・実施方針

２０１０年（Ｈ22） 新県立博物館 概略・詳細設計（建築・展示）

２０１1年（Ｈ23） 新県立博物館建築工事に着手



H20.2三重県文化審議
「三重の文化振興方針」
「新博物館のあり方」答申

H19
H20.3「三重の文化振興方針」

H20.3「新県立博物館基本構想 」

H20 H20.12
「新県立博物館基本計画」 H21.3「新県立博物館

事業実施方針」

H20.12「新県立博物
館基本計画関連調査」

H21

H21.6「新県立博物館概
略設計案（建築）

H22.2「新県立博物館詳
細設計（建築）最終報告」 H22.10「新県立博物館詳

細設計（展示）最終報告」

H21.6「新県立博物館概
略設計案（展示）

H22
H22.11 新県立博物館
建築工事契約

H23.1 工事着手

H22.3「新県立博物の活
動と運営Vol.1」

H23.3「新県立博物の活
動と運営Vol.2」

･･･ハード面 ･･･ソフト面

＊展示委託製作はH23契約

三重県文化審議会
新県立博物館

基本計画検討部会

新県立博物館整備の経緯



新県立博物館基本構想から（Ｈ２０．３）

県民参画型の博物館

・博物館活動への県民参画
・サポートスタッフ活動

新 博 物 館

【新博物館 連携のイメージ図】

他の文化振興拠点

図書館、美術館、文化会館
生涯学習センター等

学校 県内の博物館等

大学・研究機関
県民のグループ
地域のNPO等の団体

・連携企画の実施
・多様な分野における人材交流
・地域の文化振興の担い手づくり

・人材育成・技術支援
・共同調査・研究
・博物館ネットワーク

・活用プログラム、教材の開発
・社会見学・遠足
・出前授業

・協働による活動
・地域づくり
・まちおこし
・まちかど博物館
との連携

・共同研究
・客員研究員
・共同研究員の
調査・研究へ
の参画



【博物館機能のタテ糸とヨコ糸の概念模式図】

人材育成機能

地域活動機能
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新県立博物館基本構想（Ｈ２０．３）



新県立博物館 基本計画（Ｈ２０．１２）

１．新博物館のテーマ

三重が持つ『多様性の力』

２．新博物館の活動理念

ともに考え、活動し、成長する博物館

３．新博物館の使命

①三重の自然と歴史・文化に関する資産を保全・継承し、次

代に生かす。

②学びと交流を通じて人づくりに貢献する。

③地域への愛着と誇りをはぐくみ、地域づくりに貢献する。



新県立博物館の活動（２つの視点と３つの活動の連関図）

視点
１

視点
２

県民・利用者の
みなさんとの

「協創」

多様な主体との

「連携」

三重の資産の保全・継承
人づくりへの貢献

地域づくりへの貢献

調査研究
活動

収集保存
活動

活用発信
活動

資料や調査研究
成果の提供

新たな
課題・ニーズ

フィードバック

博物館活動

使命

新県立博物館 基本計画（Ｈ２０．１２）



新県立博物館 事業実施方針（Ｈ２１．３）

○事業実施方針の基本的な考え方

１ 事業の目標

「ともに考え、活動し、成長する博物館」づくり

２ 取組方針

事業目標に向けた事業実施方針の取組の４つの視点。

(1)開館前から協創・連携による活動を展開する

(2)既存の活動を拡充・発展させる方向で展開する

(3)重点的取組テーマを設定して活動を展開する

(4)ソフトの成果を施設づくりに生かす

３ 全体的なスケジュール

第１期
（平成２１～２２年度）

準備期

第２期
（平成２３～２４年度）

構築期

第３期
（平成２５年度）

仕上げ期

開館後
（平成26年度～）

中長期的な
事業の展開



新県立博物館 事業実施方針（Ｈ２１．３）

【推進にあたっての体制のイメージ】

検討結果
報告

意見
提案

みんなでつくる
博物館会議（仮称）

・博物館に関する検討内容を議
論するための県民、地域の団

体、大学、学校などと連携し
たオープン会議

子ども会議（仮称）

・新博物館に関するさまざま
なことについて子どもが、
検討し、意見を述べる場

ホームページ・ｅメールに
よる意見・提案

素案の検討・作成

案のとりまとめ

■県民・利用者のみなさんとともに検討する体制

・新博物館整備推進室

・県立博物館＋文化振興室

・関係各室

県

有識者・県民等

関係機関等

モニター調査
アンケート調査



新県立博物館 事業実施方針（Ｈ２１．３）

第１期（平成２１～２２
年度）
準備期

第２期
（平成２３～２４年度）

構築期

第３期
（平成２５年度）

仕上げ期

開館後
（平成26年度～）

中長期的な
事業の展開

■県民・利用者のみなさんとともに進める試行・実践の場

【取組テーマ１】
参画の
しくみづくり

【取組テーマ４】
魅力的な

博物館づくり

【取組テーマ３】
評価の
しくみづくり

【取組テーマ２】
連携が進む

環境づくり

意見収集・広報活動の実施

・イベント参加者やホーム
ページ閲覧者などへのア
ンケート調査。

・試行的なプログラムや
試作展示によるモニタ
ー調査。

・広報宣伝ツールの作成。

当
面
の
取
組

しくみ調査・評価の試行試行的な連携事業の実施活動メニューへの参加

・博物館利用者懇談会や
モニター会議、利用者
アンケートによる調査

・移動展示や学習交流プ
ログラムなどの事業に
対する評価の試行

・県内博物館との対話。
・大学との共同事業やシン

ポジウムなど連携事業の
実施。

・学校教員との意見交換や
実験的なプログラムの
実施。

・移動展示
・Ｍ祭などのイベント
・学習交流プログラム
・参画型の調査、研究
・地域との協働や関係機関・

団体との連携による調査
・さまざまな企画への参画



新県立博物館の活動と運営の方針（仮称）

○活動と運営の方針(仮称)のとりまとめの考え方

１

２

３

４

ＶＯＬ．５

新県立博物館の活動と運営(Vol.～Vol.5）
H21～25年度

新県立博物館の
活動と運営の方
針（仮称）
＊活動と運営Vol.1～
5をまとめると完成！

平成２５年度末完成

■活動と運営の基
盤となるしくみ

■運営方針
■活動方針
（調査研究方針、

収集保存方針、
交流創造展開
方針、展示
方針）



新県立博物館の活動と運営の方針（仮称）

◆活動・運営管理（博物館マネジメント）のしくみ

①計画(Plan)段階

②実施(Do)段階③ ふりかえり・評価
(Check)段階

④ 改善(Action)段階

みんなでつくる博物館会議
こども会議など
博物館レポート（仮称）
（＝業務報告）

中長期計画
○○年博物館レポート(仮称)
※公開・意見集約

運営協議会（助言機関）など
モニタリング(アンケート、統計等)

企画展示
各種イベント・講座等の開催



新県立博物館の計画

建設地 津市上浜6丁目、一身田上津部田地内

用途地域 第1種低層住居専用地域・第２種住居地域

防火地域 指定なし

主要用途 博物館

（自然、歴史・文化の総合博物館＋公文書館機能含む）

主要構造 ＳＲＣ造、－部ＲＣ・一部Ｓ造（免震構造）

概 要 敷地面積37,793㎡
延べ面積１0,779㎡
３階建（地下1階地上2階）

最高高さ２０ｍ



本体工事及び関連工事スケジュール

22

10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10

1
外構（土木その１）工事
H24.8.21～H25.5.17

1
公園拡張（土木その２）工事
H24.9.20～H25.3.18

2
造園工事
H24.3末～H26.3（予）

3
舗装工事
H25年度工事

4
屋外照明設備工事
H25年度工事

給排水設備工事
H22.11.30～H25.4.17

連絡ブリッジ設置工事
H24年3.末～H25.12.末

太陽光パネル（100kw追加）工事
H24.7.18～H25.3.15

ラック等購入設置工事
H24.3.26～H25.3.26

外構工事
H24.3.末～H26.3.末

23 24

建築工事
H22.11.30～H25.4.17

展示製作及び施工
H23.10.18～H26.3.20

情報システム構築・工事
H24.6～H26.3（予定）

空調設備工事
H22.11.30～H25.4.17

電気設備工事
H22.11.30～H25.4.17

工事種別／実施年度
25 26

開館予定建物完成

H25.3.13



新県立博物館の設計・施工（建築関連）

建築設計：株式会社 日本設計

展示設計：株式会社トータルメディア開発研究所

建築工事：鹿島・鉄建・生川特定建設工事共同企業体

電気設備工事：東光・鈴鹿テクト・林特定建設工事共同企業体

空調設備工事：三機・杉山・山信特定建設工事共同企業体

給排水衛生設備工事：岡田・ダイワ・三重水熱特定建設工事共同企業体



新県立博物館整備イメージ



２階

３階

交流創造エリア
展示エリア

エントランスエリア

基本展示室

企画テーマ展示室

学習交流スペース

新県立博物館平面計画の構成



◆学習交流スペース



◆基本展示室

◆企画テーマ展示室



◆企画テーマ展示室



免震層

免震層

◆免震工法について



～免震構造（鉛プラグ入積層ゴム支承）～

◆免震工法について



環境への配慮について

太陽光発電

地中熱利用空調システム

雨水利用及び蓄熱

日射遮蔽（ルーバー）

里山の保存・再生



 床吹出し空調方式 
天井の高い展示室の居住域の上下温

度差や気流速度が少なくなるように

床吹出し空調を採用 

雨水利用 
屋根雨水を集水して、

便所洗浄水等に利用 

地中採熱・放熱管と地熱利用
ヒートポンプ 
年間安定した温度の地中熱を利

用した空調熱源システムによる

省エネ 

節水型衛生器具 

外断熱 
展示・収蔵エリアの安定

した環境を確保 

 

樹木の再利用 
遊歩道の床材、再生チッ

プを利用した木質系ボ

ードの採用等 
地中熱交換器

 

  

収蔵庫 
空 

調 

機

地熱
ﾋｰﾄ
ﾎﾟﾝﾌﾟ

空 
調 
機

展示室 

雨水貯留槽 中水槽

交流創造エリア

外気取入口

雨水ろ過装置

ハイブリッド照明 
太陽光･風力発電を利用

した配線レス化 
太陽光発電 

自然エネルギー利用と

屋根の熱負荷低減 

雨水

駐車場

駐車場緑化 
日射の遮蔽 

 

床吹出空調 

透水性舗装 
雨水流出の低減

暑熱環境の緩和

日射遮蔽（縦ルーバー）
西側外窓に対して、 
縦ルーバーを設置し、 
日射負荷を低減 

◆環境への配慮



地中熱利用空調システム

雨水利用・蓄熱槽
（建物下部）

太陽光発電（20ｋｗ） 太陽光発電（100ｋｗ）

◆環境への配慮



◆太陽光発電設備



◆太陽光発電設備



◆地中熱利用空調システム



～暖房時のしくみ～

◆地中熱利用空調システム



◆雨水利用



雑用水槽

19.6 m3
雨水貯留水槽

200 m3 

沈殿槽 沈砂槽

 

集水面積 3,844ｍ2 

雨水桝

ｽｸﾘｰﾝ

雨水ろ過機

＋滅菌装置

博 物 館 

◆雨水利用



300㎡
（蓄熱槽ＮＯ．１グループ）

200㎡
（蓄熱槽ＮＯ．２グループ）

夏季（冷房） 冷水蓄熱6℃
（6-13℃）

冷水蓄熱6℃
（6-13℃）

冬季（暖房） 温水蓄熱46℃
（46-39℃）

温水蓄熱46℃
（46-39℃）

中間期 冷水蓄熱6℃
（6-13℃）

温水蓄熱46℃
（46-39℃）

◆蓄熱について



◆日射遮蔽（外壁テラコッタルーバー）◆日射遮蔽（ルーバー）



◆日射遮蔽（ルーバー）



◆里山の保存・再生



◆里山の保存・再生 ～交流の広場整備～



平成２６年春開館、皆さんをお待ちしております！


